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第６回議会改革協議会 会議録 

開 催 日：令和４年６月１６日（木曜日） 

開催場所：議事堂３階 第６委員会室 

出席委員：田仲常郎委員（自民党・無所属の会：座長）、三原朝利委員（自民党・無所属の会）、 

本田忠弘委員（公明党）、渡辺修一委員（公明党）、 

白石一裕委員（ハートフル北九州）、森本由美委員（ハートフル北九州）、 

山内涼成委員（日本共産党）、出口成信委員（日本共産党）、 

日野雄二委員（自民の会）、戸町武弘委員（自民の会） 

議  題： 

１ 第５回議会改革協議会の協議結果について（確認） 

 ２ 市民参加の促進について 

３ 多様な人材が活躍できる議会の環境づくりについて 

４ 議事堂のバリアフリー化の推進、設備の充実等について 

５ 第７回協議会について 

 

主な意見など 

１ 第５回議会改革協議会の協議結果について（確認） 

【事務局】 

 ・資料１のとおり、第５回議会改革協議会の協議結果を取りまとめ、市議会ホームページ

に掲載することを報告。 

 

【座長】 

・ただいまの説明についてご確認いただけるか。（全委員了承）。 

 

２ 市民参加の促進について 

（１） 若者世代への主権者教育、市民参加の推進 

(議事堂を活用した受け入れ型の主権者教育について) 

【座長】 

 ・議事堂を活用した受け入れ型の主権者教育をどのような方法で行うべきか、また、政治

的中立性の確保の観点から、どんな方法で参加議員を選定するべきか、会派内での議論

をお願いしていたので、各会派の意見を表明願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・議会傍聴や議事堂見学等の受入れを幅広く、ＰＲをもっとしていく必要がある。 

 ・社会見学のメニューの中で、議事堂見学や模擬議会を実施していくなど、教育委員会と

しっかり連携を取って進めていくべき。 

 ・政治的中立性の観点については、基本は事務局の職員で対応しながら、必要に応じて議

長・副議長で対応いただくような形が望ましい。 
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【公明党】 

 ・議長・副議長から市議会の役割等について話をしていただいたり、子ども会議など、小・

中学生が提案を考えて、市長に提案をしたりといった模擬議会を行ってはどうか。 

 ・参加議員は中立性を制約した上で選出し、参加する議員個人がアピールするようなこと

がないようにすべき。 

 

【ハートフル北九州】 

 ・教育委員会との連携が必要。学校の社会見学、もしくは議場を使っての模擬議会、子ど

も議会開催などで来ていただく、知っていただくことが大事。 

 

【日本共産党】 

 ・他都市で良い例があれば受け入れ、議会傍聴にぜひ来てほしい。 

・議会傍聴であれば、参加議員が誰になるかは学校の日程しだい。 

 

【自民の会】 

 ・主権者教育という観点に力点を置くと、選挙管理委員会とも連携をとるべき。 

 ・例えば青年会議所等のいろいろな団体が、子どもたちの主権者教育をやりたいと言った

場合には門戸を開いてもらいたい。 

 

【座長】 

 ・柔軟性を持って整理していきたい。 

 

 

(学校等に出向くアウトリーチ型の主権者教育について) 

【座長】 

 ・学校等に出向くアウトリーチ型の主権者教育をどのような方法で行うべきか、また、政

治的中立性の確保の観点から、どんな方法で参加議員を選定するべきか、会派内での議

論をお願いしていたので、各会派の意見を表明願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・教育委員会と連携し、事務局職員での出前講演や、議会報告等についてこれまで以上に

広くＰＲすべき。 

 ・政治的中立性は、事務局職員、議長・副議長、並びに選挙区外の議員等の参加という形で

保てるのではないか。 

 

【公明党】 

 ・市議会の役割などの説明・講義、講演や質疑応答形式、グループディスカッション形式

等で、児童から本市の課題や未来に望むことを聞き、参加議員が答えたりすることで、

選挙制度、議会制度等を学べる場を作れたらどうか。 

 ・政治的中立性については、学校施設の選挙区外の議員が参加すべき。 
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【ハートフル北九州】 

 ・アウトリーチで出向く学校は、募集して手を挙げてもらうのがいいのではないか。 

 ・政治的中立性については、選挙区外の議員が対応するべき。 

 

【日本共産党】 

 ・まず教材が必要。 

 ・政治的中立性について、全議員を対象に希望者を募って、抽選で参加議員を選んではど

うか。 

 

【自民の会】 

 ・まず、議会と行政の関係、陳情とは何かなど、選挙管理委員会や事務局職員が出向いて

話をして、その積み重ねの中から、議員に話してもらったほうがいい内容が出てきたと

きに、議員の参加を検討すべき。 

 

【座長】 

 ・本日の意見を踏まえ、次回の協議会において代表者会議に報告する座長案を提示し、議

論いただきたいと思うが、よろしいか。（全委員了承） 

 

 

（２）有権者への情報伝達方法の改善 

【事務局】 

 ・資料２により説明 

 

【座長】 

 ・選挙広報の改善についてどのような項目を、選挙管理委員会に提案すべきか会派内での

議論をお願いしていたので、各会派の意見を表明願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・選挙公報紙は早期の配布をすること、選挙後も選挙公報紙を任期中は見られるようにネ

ットで継続して掲載をするというような改善案を、選挙管理委員会に提唱すべき。 

 

【公明党】 

 ・選挙公報紙の内容については現状で問題ないが、配布時期を早くしてほしい。 

 

【ハートフル北九州】 

 ・選挙管理委員会で現在検討中の選挙公報改善案のとおり、候補者ごとの情報を個別に見

られるようにしてほしい。 

 

【日本共産党】 

 ・選挙公報紙は一刻も早く市民に届け、当選議員の選挙公報のネット掲載も任期中は残し

ておくべき。 
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【自民の会】 

 ・選挙公報紙は現行どおりで異論なし。 

 

【座長】 

 ・本日の意見を踏まえ、次回の協議会において代表者会議に報告する座長案を提示し、議

論いただきたいと思うが、よろしいか。（全委員了承） 

 

３ 多様な人材が活躍できる議会の環境づくりについて 

ハード・ソフト両面からの検討 

【事務局】 

 ・資料３により説明 

 

【座長】 

・前回までの協議会において、議員全員を対象に、無記名でのアンケートを実施すること

を決定した。 

・今回はアンケートの、意見聴取項目について修正すべき点はないか、各会派内での議論

をお願いしていたので、各会派の意見を表明願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・議員アンケートについてはスピード感をもって実施すべき。 

 

【公明党】 

 ・アンケートは提出した議員、個人が特定できないようにすべき。 

 

【ハートフル北九州】 

 ・資料 3の 2ページ目の回答選択肢「通称名（旧姓含む）の使用」は、不要ではないか。 

 ・資料 3の 3ページ目の回答選択肢の各種ハラスメントに、定義の説明を入れるべき。 

 ・アンケート回答者が性別を選択記入するようにすべき。 

 ・「議員在職中に育児・介護・看護の経験のある方にお聞きします。議員から育児・介護・

看護等を歓迎しない発言、配慮のない発言を受けましたか？」と「ハラスメントを経験

したときにどこかに相談をされましたか？」という質問項目を追加すべき。 

 ・回答の選択肢にセクハラ・パワハラ・マタハラ・モラハラ・アルコールハラスメントの具

体例を入れてはどうか。 

 

【日本共産党】 

 ・自由記述に書いていただくということでいいのではないか。 

 

【自民党・無所属の会】 

 ・性別は回答者の特定につながるのではないか。 

 ・今回はハラスメントが主体ではなく、あくまで多様な人材の活躍がテーマなので、自由

記述欄がある中で詳細な具体例は不要ではないか。 
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【ハートフル北九州】 

 ・具体的に踏み込んだ項目もあるため、まずはアンケートをやるということで、今いただ

いた意見も踏まえたうえで、座長案としてまとめていただいたらと思う。 

 

【公明党】 

 ・性別と具体例はやめたほうがいいのではないか。 

 

【自民の会】 

 ・性別は特定せず、多様な人材というところにまずは力点を置いて、その中から問題点が

出たらもっと掘り下げる方向としてはどうか。 

 

【座長】 

 ・座長案として、性別は入れず、先ほどハートフル北九州から提案のあった 2 つの質問項

目を追加し、ハラスメントの定義を記入したいと思うがよろしいか。（全委員了承） 

・アンケートの配布方法と回収方法について、アンケート用紙と封筒をセットにして、大

会派は事務員を通じて配布し、記入後に封をして事務員が管理する箱へ投函とし、少数

会派は、事務局から配布し、記入後に封をして事務局内に設置する箱へ投函してはどう

かと思うがよろしいか。（全委員了承） 

・アンケートの配布時期等については事務局に調整させたい。 

 

 

４ 議事堂のバリアフリー化の推進、設備の充実等について 

（１）バリアフリー化の推進、（２）設備の充実 

【事務局】 

 ・資料４により説明 

 

【座長】 

 ・議員席へのタブレット端末用の電源の設置及び、議員席の椅子の改修が必要か、また、

よりよい代替手段がないか会派内での議論をお願いしていたので、各会派の意見を表明

願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・議場の椅子は確かに古いが、やはり多額の費用がかかる。新たな電源設置というのも、

費用面で大規模改修のときに一気にまとめてというのがいいのではないか。 

・緊急時の予備のモバイルバッテリーの必要性については、引き続き議論が必要と考える。 

 

【公明党】 

 ・議員席の椅子は、男女ともに長時間座っても疲れないような椅子にしていただきたい。 

 ・タブレットの端末は年数が経つにつれて電池の持ちが悪くなるので、予備バッテリーが

あったほうがいい。 
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【ハートフル北九州】 

 ・議場の椅子は、長時間座るのに適したものに交換してもらいたい。 

 ・予備のモバイルバッテリーを 10台ほど用意してもらいたい。 

 

【日本共産党】 

 ・電源の設置や議員席の椅子の改修などの必要性の意見はなかった。 

 ・現在は構造上致し方ないと思うが、主権者である市民を表玄関から傍聴席に通すように

改善を求めたい。 

 ・傍聴者から聞き取りにくいという声があるため、音響改善、ピンマイクなどを使っては

どうか。 

 ・議員や傍聴席の車椅子利用者の環境改善が必要。 

 ・傍聴者への案内、エレベーターの案内、トイレの案内などを充実させてはどうか。 

・感染防止対策としてトイレに便座クリーナーを設置してはどうか。 

 

【自民の会】 

 ・議員席については、腰の悪い議員もいるため、出来たら改修の方向が望ましい。 

 ・電源については、あれば便利だが、多額の費用がかかるのならモバイルバッテリーでも

いいのではないか。 

 

【座長】 

 ・議事堂のバリアフリー化の推進設備の充実等については、平成 29年度に設置した本協議

会においても議論され、可能なところから様々な改善がなされた。 

・他の議会においても、聴覚障害者への配慮として、議場の傍聴席にモニターを設置し、音

声認識システムにより文字化する設備が、比較的安価な費用により導入されているが、

現時点ではまだ導入事例が少ないようだ。まずは、ＡＩ音声認識システムのデモンスト

レーションができるように事務局に調整して進めさせたい。 

・議員席への電源の設置や、椅子の改善は、多額の費用を要するため、大規模な改修につい

ては議事堂の建て替えの際に提案したいと考える。 

・タブレット端末を議場に持ち込むときはフル充電でお願いし、緊急時の予備モバイルバ

ッテリーの必要性については引き続き検討したい。 

・以上の方向性で調整、整理していきたい 

 

５ 第７回協議会について 

【座長】 

・第７回協議会では、今回継続協議となった項目について引き続き協議を行いたい。 

・第７回協議会の開催日程については、事務局に調整させ、決まり次第連絡する。 

 


